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１．はじめに

　皆さんは普段買い物をするときに，どのような判
断基準で商品を選んでいるでしょうか。値段やブラ
ンドなど様々な判断基準がありますが，最近では

「エシカル（倫理的）」という基準も話題に上がるよ
うになりました。消費者が社会や環境に配慮した商
品などを優先して購入したり，また配慮をしていな
い商品の購入を避けたりする消費行動である「エシ
カル消費」は，我が国では2011年の東日本大震災以
降に特に注目されるようになりました。一方，海外
では1989年に「エシカルコンシューマー」という専
門誌がイギリスで創刊されて以降，欧米を中心にす
でに広く浸透しています（「倫理的消費」調査研究
会（2017））。また，2015年の国連サミットで採択さ
れた持続可能な開発目標（SDGs）では，2030年に
むけて国際社会全体で取り組む17のゴールとそれに
付随する169のターゲットを決めました。その目標
12の「持続可能な生産消費形態を確保する」は，エ
シカル消費に関連する取組であり，エシカル消費の
重要性が世界的に高まっています。
　そこで本稿では，まずエシカル消費の定義を簡単
に整理し，その後農林水産業を一つの切り口とし
て，エシカル消費に関する主な研究動向を紹介した
後，新しい視点についても紹介します。

２．エシカル消費とは

　我が国では，エシカル消費は，消費者基本計画
（2015年３月24日閣議決定）の中で「地域活性化や
雇用なども含む，人や社会・環境に配慮した消費行
動」と定義されており，それを踏まえ「倫理的消
費」調査研究会（2017）では，持続可能な社会の形
成に向けて，事業者や行政だけでなく消費者の行動
も欠かせないとして，消費者の理解，行動を喚起
しています。また，山本（2017）はエシカル消費
の具体例を「環境への配慮」，「社会への配慮」及
び「地域への配慮」というカテゴリーで分類してお
り，Rockstrom and SukhdevはSDGsの各目標につ

いて，その関連性をわかりやすく表現する図を考案
し（source: https://www.stockholmresilience.org

（2019年２月１日アクセス確認）），経済は社会に，
社会は環境に支えられているという概念を整理して
います。このRockstrom and Sukhdevの図と山本

（2017）の分類を合わせて考えると，環境・社会・
地域へ配慮した商品，つまりSDGsを考慮した商品
の購入は，SDGsの目標達成に貢献することであり，
エシカル消費を通じて私たちの購買行動と持続可能
な社会の形成が結びついていることがわかります。

３．農林水産業における研究動向

　エシカル消費に関する主要な研究テーマは消費行
動であり，農業経済学の分野では，消費者の消費選
好に関する研究が数多く行われ，その内容も多岐に
わたっています。ただし，それらは特別エシカル消
費について焦点を当てているわけではなく，あくま
で消費者の選好等に関する研究として行われていま
す。そのため本稿では，山本（2017）の分類を使い
主要な研究分野について整理します。
　「環境への配慮」についての研究は，環境配慮型
の農法で栽培された農作物に関する消費者選好（小
坂田・藤野（2018））や，有機栽培や持続的な農法
を示す認証ラベルについての消費者選好（佐藤ほ
か（2005））に関する研究などがあり，動物福祉に
関する研究も含まれます。「社会への配慮」につい
ての研究は，特にフェアトレードに関する研究（渡
辺（2010））が多く行われており，まだ研究事例は
ほとんどありませんが，農福連携など社会福祉に関
する研究も含まれます。「地域への配慮」について
の研究は，地産地消や直売所に関する研究（西野

（2016））などが含まれます。
　以上のように，様々な分野の研究，特に消費者の
選好についての研究が数多く行われていますが，エ
シカルな消費選好に関する研究が行われる一方で，
その選好と実際の行動にはギャップがあるというこ
とが指摘されています（Johnstone ＆ Tan（2015））。
つまり，アンケート調査等の分析結果では，消費者
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は環境や社会に配慮した商品について興味を持ち購
買意欲があることは判明していますが，その選好が
現実の購買行動に結びついていないということで
す。これは，環境等に配慮して作られた商品が，大
量生産される商品よりも価格が高くなってしまうこ
と等が原因であると考えられています。
　購買意欲があっても実際の行動に結びつかない状
況を打破するために，近年ナッジ（nudge）の利用
が注目されています（Lehner et al.（2016））。ナッ
ジとは，元々はひじで突っつくという意味の単語で
すが，消費者に対してある行動に出るような動機付
けをすることを意味します。ナッジを利用した消費
動向に関する研究事例はまだ多くはありませんが，
例えば，有機農産物に興味はあるが購買に及んでい
ない消費者に対して，どのような情報を提供すれ
ば，実際の行動に結びつくかが分かると，効率的・
効果的な販売促進が可能になります。その際，単な
るアンケートだけでなく，実際の購買行動を把握す
るフィールド実験（依田ほか（2017））を実施する
ことが有効です。またこのような研究は，証拠に基
づく政策立案（EBPM）などにも寄与すると考えら
れます。

４．新たな視点

　SDGsの目標12における11のターゲットのうち，
12.bは「雇用創出，地方の文化振興・産品販促につ
ながる持続可能な観光業に対して持続可能な開発が
もたらす影響を測定する手法を開発・導入する」と
されています。つまり，観光業もエシカル消費と関
連していることがわかります。Cloke（1993）は，
現代の農村は生産空間という性格が相対的に低下
し，消費空間という性格が強くなってきているとい
う現象を「農村空間の商品化」と表現しており，我
が国における農村空間の商品化が地域振興に果た
す役割について田林（2015）等で検討されていま
す。一方，ウッズ（2018）に詳しく記載されていま
すが，農村空間が商品化され訪問者が増加すること
で，農村において観光客に迎合するような事業が増
加し始め，次第に本来消費者を引きつけていた農村
ならではの特質が失われてしまうという，「創造的
破壊」に陥る危険性が指摘されています（Mitchell

（1998））。
　近年注目されている農山漁村滞在型旅行としての

「農泊」は，いわゆる環境や地域へ配慮をした農村
空間の消費と考えることができます。なぜなら，ア

グリツーリズム経営農家は，環境を重視した農業経
営を行う傾向にあるため，環境や生物多様性保全，
景観保全などに良い影響を及ぼしているという報告

（Mastronardi et al.（2015））があるように，農泊
は，地域活性化のみならず，環境や生物多様性の保
全等の副次的効果が期待されます。このような取組
が「創造的破壊」に陥らないようにするためにも，
持続可能性や社会・環境への配慮というエシカルな
視点での取組に対する評価・分析が期待されます。
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